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クロマグロ小型魚を定置網から逃がす

研究の背景・目的
回復のために、各国が小型

に取り組んでいます。日本では漁法・地域

ていますが、さまざまな魚が

のを待ち受けて漁獲する定置網（図 1）では、ク

技術が必要です。

研究成果
魚種の遊泳行動の違いを利用して定置網に入ったクロマグロ小型魚を他の魚種と選別して

光学カメラによる昼間の観察から、クロマグロは表層

の違いを利用してからクロマグロだけを逃がす可能性があること

多くの魚種で昼夜では遊泳層が異なるため夜間の観察も必要ですが、照明を用いた光学カメラ観察で

が避けられません。そこで、音響カメラを用いた結果、体型や遊泳

が可能であり、照明を用いずに行動を観察できることがわかりました（図3）。

（本研究は東京海洋大学、青森県産業技術センター水産総合研究所、株式会社ホリエイと共同で実施し

波及効果
クロマグロ小型魚の漁獲抑制は全国的な課題です。この研究

岩手大学等と連携した取り組みを始めています。
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ることを見いだしました（図 2）。
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